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●主要都市での分譲マンション賃貸戸数ランキングの第 1 位は東京 23 区、定期借家シェアも高水準 

全国での分譲マンションの二次流通市場における総戸数は2023年を境に

一段と押し上がる動きを見せており、2024 年の第 1 四半期には 156,855

戸と直近での最高値を記録していたが、その後は主に賃貸戸数の減少が

影響する形で徐々に水準を下げてきている。これらの動きは二次流通市

場における賃貸戸数シェアにも表れており、2024 年の第 1 四半期に

30.5％だったシェアは直近にかけて縮小しつつある。中部圏では 2014 年

以降25％前後の水準で安定しているのに対して、他の圏域では2015年を

境に縮小傾向に転じており、各圏域での賃貸戸数シェアの差は縮まって

概ね 20％～30％の間に収斂しつつある。 

右表の分譲マンション賃貸戸数ランキングを見ると、第1位の東京23区が

突出しており、次点の大阪市でもその 1/3 の規模に達していない。また、

首都圏の主要都市であっても東京 23 区や横浜市を除けば分譲マンション

が賃貸として流通する戸数規模は決して大きくないことが窺える。一方、

定期借家シェアを見てみると、東京 23 区では 34.4％と非常に高い数値を

示しているのに対して前出の大阪市では 12.8％に留まるなど、定期借家

シェアが必ずしも賃貸戸数の多寡に比例していない点は非常に興味深い。

なお、定期借家シェアが全国平均を上回っている主要都市は東京 23 区を

はじめ横浜市や川崎市など、いずれも首都圏に位置している。 

 

東京カンテイ、全国の分譲マンションを対象に四半期ベースで賃貸戸数＆中古戸数を調査 

2025 年の第 4 四半期での市場総戸数は 143,414 戸、ピーク時から減少 

賃貸戸数は 38,518 戸でシェアは 26.9％、各圏域でのシェアも概ね 20％～30％に収斂 
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